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Um praktisch die Wirkung der 

Entfeuchtung bei geschlossenem Raum 

zu studieren, stellten wir in das dicht 

geschlossene Laboratoriumzimmer einen 
mit Papier uberzogenen Glaskasten (1cm) 

ein, mit dem man eine bestimmte Tem

peratur und Feuchtigkeit erzeugen kann. 
Die relative Feuchtigkeit im Versuchs

kasten wird durch Einfuhrung von 

Wasserdampf auf uber 90% gesteigert, 

dann wird eine bestimmte Menge von 

verschiedenen Trockenmitteln (Calcium 

chloratum purum fur Analyse von Isizu, 

Calcium chloratum siccum fur Trocknung, 

Calcium chloratum siccum neutrale von 

Merck, I. D. Trockenmittel, Adsole,
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1124 大田原一祥,石 原 忠 之

Schwefelsaure, und Wolle) in den Kasten 

eingefuhrt. Die Wirkung der Trocken

mittel wird zeitlich durch verschiedene 

Psychrometer (Augustsche, Assmannsche, 

Fuessche, Lambrechtsche Psychrometer) 
untersucht. Dabei werden die Katawerte 

mit einem Wett-katathermometer bes

timmt. Da die relative Feuchtigkeit von 

der Veranderung der Temperatur ab

hangt, wurden alle Untersuchungen 

immer in einer bestimmten Temperatur 

ausgefuhrt. Diese Versuche wurden im 

Sommer (bei 30 C) and im Winter (bei 

10 C) angestellt, weil die Wirkung der 

Trockenmittel durch die Temperatur 

mehr oder minder beeintrachtigt wird.

1) Bei hoher Temperatur im Som

mer, d. h. bei 30 C, zeigt sich Calcium 

chloratum in bezug auf Lufttrockung am 

starksten, dann folgen I. D. Trockenmittel, 

Adsole, Schwefelsaure und Wolle.

2) Bei niedriger Temperatur im 

Winter, d. h. bei 10 C, abfeuchtet Calcium 

chloratum am starksten, es folgend I. D.

 Trockenmittel und Adsole. Unter Cal
cium chloratum wirkt als Trockenmittel 
das Calcium chloratum purum fur Ana
lyse am starksten, diesem folgt Calcium 
chloratum siccum neutralle von Merck, 
Calcium chloratum siccum steht hinter 
diesen ziemlich weit zuruck.

3) Es ist bemerkenswert, dass die 
Absorptionskraft fur die Luftfeuchtigkeit 
hauptsachlich von der Flachengrosse der 
Absorptionsmittel abhangfg ist. Wenn 
man also geklumpftes Calcium chloratum 
siccum fein zerbricht, so steigt seine 
Absorptionskraft auf die des Calcium 
chloratum purum fur Analyse.

4) In der gleichen Weise kann man 
dureh verteilte Anwenduug des Trocken
mittels viel bessere Resultate erzielen ale 
bei einmaligem Gebrauch desselben.

5) Die Trockenmittel zeigen ihre 
Absorptionskraft bei hoher Temperatur 
im Sommer deutlich starker als bei nie
driger Temperatur im Winter.

(Autareferat.)
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第1章　 緒 言

濕 度 ガ吾 人 ノ保 健 衛 生 ニ 對 シ,特 ニ 室 内

保 健 衛 生上,重 要 ナ ル 地位 ヲ 占 ム ル コ トハ

Hermannガ 濕 度 ト温度 トノ關 係 ヲ重 視 セ ル

温 濕度 標 準 説 ヲ主 張 シ,又Leonard Hill1)ガ

健 康保 全 ト能 率 増 進 ニ對 シ室 内空 氣 成 分 ノ配

合 状 態,即 チ所 謂「カタ」率 ノ意 義 ヲ提 唱 スル

ニ及 ビ,濕 度 ノ問 題 ハ學 者 ノ注 意 ヲ喚 起 スル

ニ至 リ,從 來 室 内保 健 衛 生 ノ基 準 トサ レ シ室

内 炭 酸 瓦斯 量 ノ問題 ヨ リ一轉 シテ室 内 濕度 問

題 ニ關 スル研 究大 ニ注 意 セ ラ ルル ニ至 レリ.

濕 度 ノ問 題 中,就 中,日 本 家 屋 ノ保 健 衛 生上

注 意 ス ベ キハ,如 何 ニ シテ過剩 ナ ル濕 氣 ヲ除

去 スベ キ カ テ フ問題 ニ ア リ.日 本 ニ於 ケ ル ガ

如 ク外 氣 一般 ニ温 暖,比 較 的 高 濕 度 ノ爲 メ家

屋 ノ構 造外 氣 ノ流 通 自由 ニ シテ乾燥 比 較 的 早

シ ト雖 モ尚 ホ外 氣 トノ流 通 ヲ缺 ク場所 多 ク況

ヤ洋 式 家 屋 ニ ア リテ ハ除 濕問 題 ハ特 ニ緊 要 ナ

リ ト云 ハザ ル ベ カ ラズ.茲 ニ於 テ余等 ハ先 ヅ

室 内除 濕 問 題 ヲ解 決 ス ベ キ第1歩 トシテ普 通

一 般 ニ用 ヒ得 ベ キ各 種 ノ除 濕劑 或 ハ吸 濕 物 質

ニ就 キ其 ノ除 濕 能 力 ヲ比較 研 究 シ聊 カ本 問 題

ノ解 決 ニ寄 與 スル所 ア リ シヲ以 テ以 下 章 ヲ追

ヒテ記述 報 告 セ ン トス.

因 ニ此 方面 ニ於 ケ ル文 獻 ハ現 在 尚 ホ寥 々タ

ル モ ノニ シテ,余 ノ寡 聞 ワヅ カ ニ上 野 氏2)ノ

建 築材 料 即 チ壁,木 材,襖 等 ノ吸 濕性 ニ關 ス

ル研 究 及 ビ藤 原 氏3)ノ 疊 ニ於 ケ ル研 究 以 外 ニ

コ レヲ求 ム ル コ トヲ得 ザ リキ.

弟2章　 實驗材料及ビ實驗方法

1.實 驗材料.實 驗材料 トシテハ普通容易 ニ一

般 ニ入手使用 シ得 ベキモ ノヲ選 ビテ實驗 シタ リ.

即 チ鹽 化 「カル チウ ム」(石 津 製 化 學 用 純 「ク ロ ー

ル カ ル チ ウ ム」,石 津 製 乾 燥 用「ク ロ ール カル チ ウ

ム」 「メル ク」製 分 析 用 「ク ロー ル カ ル チ ウム 」ノ3

種), I. D.除 濕 劑(本 劑 ハ東 京 市 深 川 區,大 方 理 化

工 業研 究所 發 賣 ノ新 除 濕 劑 ニ シ テ 「ク ロ ー ル カ ル

チ ウム」ヲ主 劑 トス ル モ ノナ リ),「 ア ド ソー ル」局

方純 硫 酸,緬 羊毛 等 ニ就 キ各 其 ノ吸 濕 能 力 ヲ後 述

ノ方 法 ヲ以 テ比 較 實 驗 シ タ リ.

2.實 驗 方 法.外 部 ヨ リ内部 ニ裝 置 シ タル各 種

濕 度 計 及 ビ温 度 計 ノ目盛 ヲ讀 ミ取 ル タ メ ニ4側 及

ビ上 方 ヲ透 明硝 子張 トナ シ,下 方 ハ 木 張 トシ,空

氣 ノ流 通 ヲ遮 斷 ス ル ガ タ メニ 目塗 ヲ施 シ タ ル1立

方米 ノ箱 ヲ作 リ,コ レニ實 驗 前 日 ノ午 後 蒸 發 裝 置

ヲ以 テ 水 蒸 氣 ヲ導 入 シ テ 箱 内 部 ノ比 濕 ヲ90%以

上 トシ タル後 翌 朝 迄 放 置 シ テ濕 度 ヲ檢 シ タル 後 被

檢 除濕 劑 ノ一 定 量 ヲ挿 入 シ,以 後1時 間, 2時 間,

 4時 間. 6時 間, 8時 間, 10時 間 目 ノ6囘 ニ亙 リテ硝

子箱 内 部 ノ比 濕 ノ状 態 ヲ内 部 ニ裝 置 シ タル 各種 ノ

濕度 計 ヨ リ 讀 ミ 取 リテ10時 間 内 ニ於 ケル 各種 除

總劑 ノ吸濕 力 ヲ比 較 シ,尚 ホ同 時 ニ各 時 間 ニ於 ケ

ル「カ タ」率4)ヲ 測 定 シ,濕 度 ノ減 少 ニ ヨル 影響 ヲ

主 トシテ濕 「カ タ」寒 暖 計 ニ ヨ リテ 檢 査 シ タ リ.尚

ホ温 度 ノ高 低 ハ比 濕 ニ大 ナ ル影 響 ヲ及 ボ スモ ノナ

ル ヲ以 テ實 驗 ハ常 ニ一 定 温 度 ノ モ トニ 之 ヲ行 ヒ タ

リ.即 チ夏 季 ニ於 ケ ル實 驗 ハ 總 テ30℃ ニ於 テ,又

冬季 ニ於 ケル實 驗 ハ總 テ10℃ ニ於 テ之 ヲ行 ヒ タ

リ.冬 季 ニ於 ケル温 度 ノ調 節 ハ 電 熱 ヲ以 テ シ タ リ.

實驗 裝置 ノ大 要 ハ 次 圖 ニ示 ス ガ如 シ.

尚 ホ上 述 セ ル實 驗 裝 置 ハ 縱3.37m,横2.97m,

高 サ3.40mノ 北 面 セ ル小 室 ニ裝 置 シ タ リ.本 實

驗室 ハ北 ニ1箇 ノ窓 及 ビ南 ニ1箇 ノ扉 ヲ有 ス ル ノ

ミニ シテ天 井 及 ビ四 壁 ハ總 テ 漆 喰塗 トシ,窓 ハ二

重窓 ニ シテ扉 ハ總 テ羅 紗 布 ヲ以 テ 間 隙 ヲ密 封 シ,

可及 的 室 内 ノ濕 度 及 ビ温 度 ヲ一 定 ニ保 チ,以 テ外

濕 ノ影響 ヲ排 除 ス ル ニ ツ トメ タ リ.

3
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比濕測定 ニ使用 シタル濕度 計ハAugust濕 度計,

 Assmann吸 氣濕度計, Fues製1日 巻 自記濕度計,

 Lambrecht毛 髪濕度計, Fues差 込毛髪濕度計 ノ

5種 ヲ使用 シタ リ.

第3章　 實 驗 成績

第1節　 夏 季 高 温 度 ニ於 ケ ル實 驗

本 實驗 ハ7月 ヨリ8月 ニ亙 リテ行 ヒタ ル實

驗 ニ シテ,高 温高 濕 ノ場 合 ニ於 ケ ル各 種 除 濕

劑 ノ吸 濕 力 ヲ比 較 セル モ ノ ニ シテ,温 度 ハ上

述 實驗 方法 ノ章 下 ニ記 載 セ ルガ 如 ク總 テ30℃

ニ於 テ實 驗 シタ リ.

第1項　 對 照試 驗

實 驗 方 法 ノ條 下 ニ於 テ述 ベタ ル 方 法 ニ ヨ リ

1立 方米 ノ硝 子箱 内部 ノ比 濕 ヲ91%温 度 ヲ

30℃ ニ保 チ タ ル後 時 間 的 ニ各種 濕度 計 ニ ヨ リ

テ比 濕 ノ 自然 的變 動 ヲ檢 シタ ル ニ第1表 及 ビ

第1圖 ニ示 ス如 ク,其 ノ變 動 ハ極 メテ 小 サ ク

1-2%ノ 移 動 ニ過 ギ ズ シテ10時 間 後 ノ平 均

減 少 率 僅 カニ0.23%ナ リ.絶 對 濕度5) 6)ニ 於

テ モ10時 間後 僅 ニ0.6gノ 減 少 ヲ示 セ ル ノ ミ.

「カ タ」率 ニ於 テ モ之 等 ト同 ジ ク乾 球 濕 球 トモ

ニ殆 ド變 動 ヲ認 メズ.

第1表
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第1圖 第2項　 「ク ロー ル カ ル チ ウ ム」

本 實 驗 ニ使 用 シタ ル モノ ハ,石 津 製 化 學 用

「ク ロー ル カル チ ウム」Calcium chloratum

 purumナ リ.前 項 ニ於 ケ ル ト同 ジク硝 子 箱 内

部 ノ比 濕 ヲ90%以 上 トナ シタ ル後 「ク ロー ル

カル チ ウム」ヲ油紙 上 ニ撤 布 シテ挿 入 シ,其 ノ

後 時 間 的 ニ濕度 及 ビ「カ タ」率 ヲ測 定 シタ リ.

コノ際硝 子箱 外部 即 チ實 驗 室 内 ノ濕 度 竝 ニ温

度 ニモ 注意 シ可 及 的 ニ之 等 ヲ一 定度 ニ保 タ シ

メ タ リ.尚 ホ「ク ロール カル チ ウ ム」ハ時 々硝

子 棒 ヲ以 テ攪 拌 シタ リ.「 ク ロ ール カル チ ウ

ム」 ノ使 用量 ハ500g, 1.000g, 1.500gノ3

種 ニ シテ 其 ノ實 驗 成績 ハ第2表 及 ビ第2圖 ニ

示 スガ如 シ.

即 チ「ク ロ ール カル チ ウム」ノ500gヲ 使 用

セル場合 ノ硝 子 箱 内 部 ノ5種 濕 度 計 ノ平 均 比

濕 ハ温度30℃ ノ下 ニ於 テ,除 濕劑 挿 入前 ノ

比 濕91%ヨ リ 漸 次 減 少 シ挿 入後1時 間 目ニ

第2表
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第2圖

90%, 2時 間 目 ニ88.2%, 4時 間 目ニ86.4%,

 6時 間 目 ニ83.8%, 8時 間 目ニ81.8%ト ナ リ,

 10時 間 ニ シテ81.2%マ デ減 少 ス. 1000gヲ

使 用 セ ル場 合 ハ挿 入 前 ノ92%ヨ リ10時 間 後

ニ48%マ デ減 少 シ1500gヲ 使 用 セル 場合 ハ

93%ヨ リ45.2%マ デ減 少 ス. 10時 間 目ニ於

ケル 各使 用量 ニ ヨル比 濕 ノ減 少率 ヲ比 較 スル

ニ, 500gニ テ ハ10 .8%, 1,000gニ テ ハ47.9
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%, 1500gニ テ ハ51.5%ニ シテ絶 對 濕 度 ノ減

少 ハ夫 々2.95g, 13.24g, 14.38gヲ 示 ス.即

チ4500gヲ 使 用 セル 場合 ト1.000gヲ 使 用 セ

ル場 合 トノ間 ニ ハ其 ノ吸 濕 力 ニ於 テ大 差 ヲ認

ム レ ドモ1.000gト1.500gト ニ於 テハ 其 ノ

時 間 的關 係 ニ於 テ ハ 後 者 ノ 方優 ル ト雖 モ10

時 間 目 ニ於 テハ兩 者 ノ間 ニ著 シ キ差 異 ヲ認 メ

ズ.一 方「カ タ」率 ヲ見 ル ニ乾 球 ニ於 テ ハ温度

ノ變 動 ナ キ限 リ,殆 ド移 動 ヲ認 メザ ル ニ反 シ

濕 球「カタ」率 ハ第2表 ニ見 ルガ 如 ク 濕度 ノ減

少 ト トモ ニ漸次 球 部 表 面 ニ於 ケ ル蒸 發量 ノ増

加 ニ從 ツテ冷却 率 ヲ増 大 シ,硝 子箱 ノ比 濕 ト

濕 球 「カ タ」率 トハ 常 ニ相 關 的 關 係 ヲ以 テ相 移

動 セル ヲ明 カニ看 取 シ得 タ リ.

第3項　 I. D.除 濕 劑

本 劑 ハ除 濕 ノ目的 ニ作 ラ レタ ル縱19cm,

横15cm,厚 サ2.5cmニ シテ多 數 ノ小 孔 ヲ

有 ス ル板 状 ノ物質 ニ シテ周 圍 ヲ金 網 ニ テ覆 ヒ

タ ル モ ノナ リ.金 網 ヲ除 キタ ル1箇 ノ重 量 約

800gナ リ.本 除 濕劑 ヲ熱 氣 乾 燥 器 ニ テ充 分

乾 燥 セ シメタ ル後 硝 子 箱 内 ニ挿 入 シ,前 同 樣

ニ シテ實 驗 シタ ル ニ第3表 及 ビ第3圖 ニ示 ス

ガ如 キ成績 ヲ得 タ リ.

第3表
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第3圖

使 用量 ハ前 項 同樣500g, 1.000g, 1.500g

ノ3種 ヲ使 用 シテ實 驗 シタ リ.即 チ使 用 量 ヲ

500gト セル 場合 平均 比 濕 ハ除 濕劑 挿 入 前 ノ

92%ヨ リ77.8%マ デ減 少 シ,其 ノ10時 間 ノ

減 少率 ハ15.5%ヲ 示 ス.絶 對 濕度 ノ減 少 ハ

4.27gニ シテ濕 球 「カタ」率 ノ移 動 ノ關 係 ハ前

項 ニ於 ケ ル ト同樣 ナ リ. 1.000gヲ 使 用 セ ル場

合 ハ 平均 比 濕 ハ93.8%ヨ リ67.4%ニ 減 少 シ,

減 少 率 ハ28.2%,絶 對 濕 度 ノ減 少 ハ7.94gヲ

示 ス.使 用量 ヲ1.500gト セル 場 合 ハ平 均 比

濕92%ヨ リ10時 間 後 ニ ハ49.6%マ デ減 少

シ,其 ノ減 少率 ハ46.1%,絶 對 濕 度 ノ減 少 ハ

12.76gナ リ.今I. D.除 濕 劑 ノ各 使 用量 ニ ヨ

ル 減 少 率 ヲ比 較 スル ニ500gノ 場 合 ハ15.5%

1.000gノ 場 合 ハ28.2%, 1.500gノ 場 合 ハ

46.1%ニ シテ本 例 ニ於 テ ハ前 例 ト其 ノ趣 ヲ異

ニ シ,使 用量 ノ増 加 ニ比例 シテ吸 濕能 力 モ亦

増 大 セル ヲ認 ム.「 ク ロ ー ル カル チ ウ ム」 ト

I. D.除 濕 劑 トノ吸 濕 力 ヲ比 較 ス ルニ,使 用 量

ヲ1.000gト セル場 合 ハ甚 ダ前 者 ノ方 良 好 ナ

ル成 績 ヲ 示 ス ト雖 モ1.5000gト セル 場合 ハ

前 者 ニ ア リテ ハ 其 ノ使 用 量 ノ増 加 ニ比例 シテ

吸 濕 力 ヲ増 大 セザ ル ガ タ メ ニ兩 者 略 ボ相 伯 仲

セル 成績 ヲ示 ス.即 チ1.000gノ 場 合 「ク ロ ー

ル カル チ ウム」ノ減 少率 ハ47.9%ナ ル ニ比 シ

I. D.ノ 夫 レハ28.2%ニ 過 ギ ズ シテ其 ノ間 大

差 ヲ認 ム レ ドモ1.500gノ 場 合 ハ前 者 ノ減 少

率51.4%ニ 對 シ後 者 ノ夫 レハ46.1%ニ シテ

著 シキ差 違 ヲ認 メ ズ.要 之,石 津 製 化 學 用

「ク ロー ル カ ルチ ウ ム」ハ其 ノ吸 濕 能 力 ニ於 テ

ハ ル カ ニI. D.除 濕劑 ヲ凌 駕 スル モ ノナ リ ト

雖 モ其 ノ使 用 量 ヲ増 大 スル場 合 單 ニ夫 レヲ重

疊 シ テ用 ユ ル時 ハ其 ノ吸 濕 能 力 ハ使 用 量 ノ増

8
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加 ニ比 例 シテ強 加 セズ シテI. D.除 濕 劑 ノ使

用量 増 加 ニ ヨル 吸 濕 力 ト殆 ド差 異 ナ キ カ或 ハ

幾 分 劣 ル ニ至 ル モ ノ ノ如 シ.而 シテ カ カ ル現

象 ハ主 トシテ其 ノ製劑 ノ形 状 ノ差 違 ニ原 因 ス

ル モ ノノ如 ク 「ク ロー ル カルチ ウム」 ト雖 モ

單 ニ コ レヲ重 疊 ス ル コ トナ ク,全 體 ヲ ヨク外

氣 ニ接 セ シム ル如 ク ス レバ,使 用量 ノ増 加 ニ

比 例 シテ其 ノ吸 濕 力 モ亦 増 強 スル モ ノナ ル ベ

シ.

第4項　 「ア ドソー ル」硫 酸 及 ビ緬

羊 毛

本 實 驗 ニ使 用 シタ ル緬 羊 毛 ハ コ レヲ石 鹸

テ 反覆 洗 滌 シテ汚 物 ヲ清 洗 シタ ル後 「アル カ

リ」 ヲ以 テ完 全 ニ脱 脂 シテ再 ビ清 洗 シタ ル モ

ノ ヲ乾燥 シテ使 用 ニ供 シタ リ.本 項 ノ實 驗 ニ

於 ケル使 用量 ハ イヅ レモ1.000gナ リ.硫 酸

ハ其 ノ200g宛 ヲ5箇 ノ大 磁 器 皿 ニ盛 リテ硝

子 箱 内 ニ挿 入實 驗 シタ リ.實 驗 成績 ハ第4表

及 ビ第4圖 ニ示 シタ ル ガ如 シ.

第4表
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第4圖

上 表 及 ビ上 圖 ニ ヨ リ明 カナ ル如 ク,冬 除 濕

劑 トモ其 ノ使 用量1.000gニ 於 テ10時 間 ノ平

均 比 濕 ノ減 少 率「ア ドソー ル」ニ ア リテ ハ16.3

%,硫 酸 ハ15.0%,緬 羊 毛 ハ8.6%ニ シテ絶 對

濕 度 ノ減 少 ハ「ア ドソー ル」ノ4.57g,硫 酸 ノ

4.15g,緬 羊 毛 ノ2.4gヲ 示 ス.コ ノ3種 ノ中

最 モ除 濕 力優 秀 ナ ル「ア ドレー ル」ニ ア リテ モ

コ レヲI. D.除 濕 劑 ニ比 ス レバ 遙 ニ吸 濕 力 ニ

於 テ 劣 リI. D.除 濕劑 ニ ヨル平 均 比 濕 ノ減 少

率28.2%ニ 比 ス レバ約 其 ノ1/2強 ニ過 ギ ズ.

コ レヲ「ク ロー ル カ ル チ ウ ム」ノ除 濕 力 ニ比 ス

レバ 約1/3ニ 過 ギ ザル ヲ知 ル.硫 酸 ハ略 ボ 「ア

ドソー ル」 ニ匹 敵 ス ル吸 濕 力 ヲ有 ス レ ドモ緬

羊 毛 ノ吸 濕 力 ハ微 々タ ル モ ノニ シテ約 其 ノ1/2

ニ過 ギズ.

第5項　 本 章 ノ總 括

上述4項 ニ亙 レル實驗 成績 ヲ總 括 ス ル ニ夏

季 高温 度 下 ニ於 ケル 各 種除 濕 劑 ノ 吸 濕 力 ハ

「ク ロー ル カ ル チ ウム」最 モ優 秀 ニ シテI. D.

除 濕劑 之 ニ次 ギ,以 下 「ア ドソー ル」,硫 酸,

緬 羊 毛 ノ順 序 トナ ル.之 等 ノ關 係 ヲ圖 示 ス レ

バ 第5圖 ノ如 シ.

第5圖
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本圖ハ各除濕劑 トトモニ其ノ1.000gヲ 使

用セル場合ニ於ケル平均比濕ノ減少竝ニ濕球

「カタ」率移動ノ模樣 ヲ比較圖示 セルモ ノナ

リ.

第2節　 冬季低温度ニ於ケル

實驗

本實驗ハ嚴寒1月 ヨリ3月 初旬ニ亙 リテ行

ヒタルモノニシテ,低 温高濕 ノ場合 ニ於ケル

各種除濕劑ノ吸濕力ヲ比較研究セルモノナ リ.

温度ハ總テ10℃ ニ於テ實驗ヲ行 ヒタ リ.温

度ノ調節ハ實驗方法ノ條下ニ於テ述ベタルガ

如ク電氣「ス トーブ」以ヲテ之 ヲ行 ヒ實驗裝置

ノ寫眞ニ見ル如ク硝子箱外部ニ裝置 シ,内 部

ノ温度ヲシテ常ニ10℃ ニ保タシメタリ.

第1項　 對照試驗

實驗方法 ノ條下ニ於テ述ベタル方法ヲ以テ

硝子箱内部 ノ比濕ヲ94%,温 度ヲ10℃ ニ保

タ シメタル後時間的ニ各種濕度計ニヨリテ比

濕ノ自然的變動 ヲ檢 シタルニ第6圖 ニ示ス如

ク其 ノ變化ハ極 メテ小サク,試 驗開始後2時

間目ニ僅ニ約1%ノ 下降減少ヲ示 シタルノミ

ニシテ其ノ後ハ殆 ド變化ナク10時 間目即チ

試驗終 了時 ニ於テモ尚 ホ93%ヲ 保持 ス.「カ

タ」率ニ於テモ圖ニ見ル如ク乾球濕球兩者 ト

モ比濕ニ於ケル ト同 ジク全試驗時間ヲ通 ジテ

殆 ド變化ヲ認 ムル コト能ハザリキ.

第6圖

第2項　 「ク ロ ー ル カル チヴ ム」

本 實驗 ニ於 テ ハ夏 季 高 温 度 下 ニ於 ケ ル實 驗

ニ用 ヒタ ル石 津 製 化學 用 「ク ロー ル カル チ ウ

ム」 ノ外 ニ石 津製 乾燥 用 「ク ロー ル カ ル チ ウ

ム」Calcium chloratum siccum及 ビMerck

製 「ク ロー ル カ ル チ ウ ム」Calcium chloratum

 srccum neutraleニ 就 テ實 驗 ヲ行 ヒ其 ノ吸 濕

力 ヲ比較 シタ リ.

先 ヅ夏 季 實 驗 ニ供 シタ ル石 津 製 鹽 化 「カ ル

チ ウム」Calcium chloratum purumヲ 用 ヒ

テ實 驗 シタ ル ニ第5表 及 ビ第7圖 ニ示 スガ如

キ成績 ヲ得 タ リ.
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第5表

冬季 ニ於 ケ ル本 劑 ノ除 濕 力 ハ上 表 及 ビ下 圖

ニ ヨ リ明 カニ看 取 シ得 ルガ 如 ク其 ノ1.000g

ヲ使 用 セル場 合,硝 子 箱 内 ノ5種 濕度 計 ノ平

均 比 濕 ハ温度10℃ ニ於 テ本 劑 挿 入 前 ノ95.6

%ヨ リ漸 次 減 少 シ1時 間 目 ニ93.2%, 2時 間

目 ニ稍 々急劇 ニ下 降 シテ78.4%, 4時 間 目ニ

74.4%ト ナ リ其 ノ後 ハ極 メ テ少 量 宛減 少 シテ

10時 間 ニ シテ66.4%ニ 至 ル.本 劑 ノ2.000g

ヲ使 用 シテ實 驗 セル場 合 ニ ハ挿 入前 ノ平 均 比

濕95.0%ヨ リ10時 間 ニ シテ43.8%マ デ減 少

シ其 ノ吸 濕能 力 ハ1.000gノ 場 合 ニ比 シテ著

シク増 加 シ殆 ド倍 加 セ ル ヲ認 ム.其 ノ比 濕 下

降 ノ状 態 ハ前 者 ト異 リテ挿 入直 後 ヨ リ急 劇 ニ

下 降 シ1時 間 目 ニハ66.2%, 2時 間 目ニ ハ

55.6%マ デ減 少 シ其 ノ後 ハ比 較 的 緩 慢 ニ下 降

シテ10時 間 目 ニ ハ43.8%ニ 至 ル.更 ニ増 量

シテ本 劑 ノ4.000gヲ 使 用 スル時 ハ其 ノ平 均

比 濕 ハ挿 入前 ノ94.4%ヨ リ略 ボ2.000g使 用

ノ場 合 ト同樣 ノ經 過 ヲ辿 リテ 下 降 シ10時 間

後 ニ39.2%ニ 至 ル.即 チ2.000g使 用 セル場

12
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第7圖

合 ニ比 シ其ノ除濕能力ハ倍加セズシテ殆 ド大

差ナキヲ認ム.次 ニ本劑 ノ各使用量ニヨル平

均比濕ノ減少率ハ各其ノ最終觀察時間ニ於テ

1.000gニ ア リテ ハ32.7%, 2.000gニ ア リテ ハ

53.9%, 4.000gニ ア リテハ58.9%ヲ 示 シ,絶

對 濕度 ノ減 少 ハ夫 々2.745g, 4.813g5.180g

ナ リ.即 チ本 劑 ノ1.000gヲ 使 用 セル 場合 ト

2.000gヲ 使 用 セ ル場合 トノ間 ニハ 其 ノ吸 濕

能 力ニ於 テ後 者 ハ殆 ド前 者 ニ倍 加 ス ル能 力 ヲ

發 揮 セ ル ヲ認 ム レド モ其 ノ2.000gト4.000g

ト ノ間 ニ ハ著 シキ差 違 ヲ認 メ ズ.一 方 濕 球

「カタ」率 ト比 濕 トハ常 ニ相 關 的 關 係 ヲ モ ツテ

相 移 動 セ ル コ ト上 表 ニ於 テ明 カ ニ看 取 シ得 ラ

ル.

上 述 冬季 低 温 度 ニ於 ケル 「ク ロー ル カ ル チ

ウム」 ノ成績 ヲ夏 季 高温 度 ニ 於 ケ ル モ ノ ト比

較 スル ニ,イ ヅ レモ其 ノ1.000gヲ 使 用 セ ル

場 合,其 ノ平 均 比 濕下 降 ノ状 態 ハ略 ボ同様 ナ

ル モ,冬 季 ニ於 ケ ル モ ノハ挿 入 後2時 間 目 ニ

稍 々急劇 ニ下降 シ其 ノ後 ハ比 較 的緩 慢 ナ ル下

降 ノ經 過 ヲ辿 ル ニ 反 シ夏 季 ニ於 テ ハ8時 間 目

マ デ皆 一樣 ニ稍 々急 劇 ナ ル下 降經 過 ヲ辿 ル ヲ

見 ル.而 シテ冬 季 及 ビ夏 季 ニ於 ケ ル本 劑 ノ除

濕 能 力 ヲ比 較 ス ル ニ兩者 ノ間 ニ ハ大差 ア リテ

平 均比 濕 ノ減 少 率,冬 季 ノ32.7%ニ 對 シ夏 季

ハ47.9%ヲ 示 シ又 絶 對 比 濕 減 少 ノ比 率,冬 季

ハ3.0ナ ル ニ對 シ夏 季 ハ4.8ヲ 示 シ「ク ロール

カル チ ウ ム」 ハ 冬季 低 温 度 ニ於 ケ ル ヨ リモ夏

季 高 温 度 ニ於 テ 遙 ニ優 秀 ナ ル除 濕 能 力 ヲ發揮

ス ル コ トヲ知 ル.

次 ニ石 津製 乾 燥 用 「ク ロー ル カル チ ウム」

Calcium chloratum siccum竝 ニMerck製

「ク ロー ル カル チ ウム」Calcium chloratum

 siccum neutraleニ 就 テ實 驗 ヲ行 ヒ各 「ク ロ

ー ル カ ル チ ウム」 ノ除 濕 力 ヲ比 較 シタ ルニ次

表 及 ビ次 圖 ニ示 スガ如 キ成 績 ヲ得 タ リ.
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第6表

第8圖
即 チ石 津製 「ク ロー ル カ ル チ ウム」及 ビ「メ

ル ク」製 「クロー ル カル チ ウム」ハ 其 ノ吸 濕 能

力 ニ於 テ 大差 ナ キ モ乾 燥 用 「ク ロー ル カル チ

ウ ム」 ハ前2者 ニ比 シ甚 ダ シク除 濕能 力 劣 レ

ル ヲ見 ル.

第3項　 I. D.除 濕劑 及 ビ「ア ド

ソール 」

冬季 低 温 度 ニ於 ケ ルI. D.除 濕劑 及 ビ 「ア

ドソー ル」 ノ除 濕 能 カ ハ次 表 ニ示 ス ガ如 ク,

 I. D.除 濕劑 ニ ア リテ ハ本 劑 挿 入 前 ノ平 均 比

濕94.4%ヨ リ73%マ デ 下降 シ,其 ノ減 少 率

ハ22.7%,絶 對 濕度 ノ減 少 ハ2.01gナ リ.コ

レヲ夏 季 高温 度 ニ於 ケ ル本 劑 ノ除 濕 能 力即 チ

其 ノ減 少 率28.2%絶 對 濕 度 ノ減 少7.94gナ

ル ニ比 ス レバ,本 劑 ニ於 テ モ前 項 ニ述 ベ タ ル

「ク ロー ル カル チ ウ ム」ト同 ジク冬 季 ニ於 ケ ル

除 濕 能 力 ハ可 ナ リ低 下 セル ヲ認 ム.

14



各種除濕劑ノ比較研究 1137

第7表

第9圖 「ク ロール カ ル チ ウム」及 ビI. D.除 濕劑 ノ

夏季 及 ビ冬 季 ニ於 ケ ル除 濕 能 力 ノ比 較 ハ第9

圖 ヨ リ明 カニ看 取 シ得 ラル.

「ア ドソール」ニ於 テ モ全 ク同樣 ノ關 係 ニ ア

リテ冬季 低 温 度 ニ於 ケ ル除 濕 能 力ハ夏 季 高 温

度 ニ於 ケル モ ノ ヨ リモ劣 レル ヲ見 ル.

第4項　 除 濕 劑 ノ使 用量 ニ ヨル除 濕

力 ノ變 化

第1章 第2項 及 ビ第3項 竝 ニ第2章 第2項

ニ於 テ述 ベタ ル ガ如 ク「ク ロー ル カ ル チ ウム」

ヲ使 用 シテ實驗 シタル場 合 余 ノ用 ヒタ ル實 驗

方 法 ニ テハ本 劑 ノ使 用 量 ヲ増 加 ス ル モ其 ノ除

濕 能 力 ハ使 用量 ノ増 加 ニ比例 シテ倍 加 セザ ル

コ トヲ認 メタリ.即 チ夏 季高 温度 下 ニ於 テ本

劑 ノ500gヲ 使 用 セル 時 ノ平 均 比 濕 ノ減 少 率

ハ10.8%ナ リ.而 シテ其 ノ1.000gヲ 使 用 セ

15
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ル 時 ノ夫 レハ47.9%ニ シテ 兩 者 ノ間 ニ 大 差

ヲ認 ム レ ドモ更 ニ本劑 ノ使 用 量 ヲ 増 加 シ テ

1.500gト スル モ減 少率 ハ漸 ク51.5%ニ 過 ギ

ズ シテ1.000g使 用 セル場 合 ニ比 シテ大差 ナ

シ.又 冬 季低 温 度 下 ニ 於 ケル實 驗 成績 ヲ見 ル

ニ本 劑 ノ1.000g使 用 時 ノ平 均 比 濕 ノ減 少 率

ハ32.7%, 2.000g使 用時 ノ夫 レハ53.9%,

 4000g使 用 時 ノ夫 レハ58.9%ニ シテ1.000g

ヲ使 用 セル時 ト2.000gヲ 使 用 セル 場合 トニ

於 テ ハ 其 ノ間 吸 濕 能 力 ニ於 テ後 者 ハ殆 ド前 者

ニ倍 加 ス ル能 力 ヲ發 揮 セル ヲ認 ム レ トモ其 ノ

2.000gト4.000gト ノ間 ニ ハ著 シ キ差 違 ヲ認

メ ズ.即 チ除 濕 能 力 ハ除 濕 劑 使 用量 ニ併 行 シ

テ倍 加 セザ ル ノ觀 ヲ呈 ス.是 果 シテ如 何 ナ ル

原 因 ニ ヨル モ ノナ リヤ.余 等 ノ實 驗 裝 置 ニ於

ケ ル ガ如 ク硝 子 箱 ノ底 部 ニ除 濕 劑 ヲ撒 布 挿 入

スル場合 其 ノ使 用 量比 較 的 少量 ニ シテ硝 子 箱

底 部 ニ廣 ク平 等 ニ撒 布 サ ル ル時 ハ使 用 サ レタ

ル除 濕 劑 ハ其 ノ有 スル 全除 濕能 力 ヲ發 揮 シテ

吸 濕 スル ト雖 モ,其 ノ使 用 量 ヲ次 第 ニ増 加 シ

テ使 用 ス ル時 ハ重 疊 シテ挿 入 ス ル ノ止 ム ナ キ

ニ至 ル ヲ以 テ挿 入 シタ ル除 濕 劑 ノ吸 濕 ニ參 與

ス ル ハ表 層 ノ一部 分 ノ ミ トナ リ底部 ノ夫 レハ

吸 濕 力 ヲ充分 發揮 ス ルニ至 ラザ ル コ トハ容 易

ニ想 像 シ得 ル所 ナ リ.從 ツ テ除 濕劑 ヲ増 量 ス

ル際 モ コ レヲ重 層 シテ使 用 スル 時 ハ其 ノ一部

分 ノ ミ吸 濕 ニ參 加 スル ニ過 ギザ ル ヲ以 テ使 用

量 ノ増 加 ニ併 行 シデ除 濕 ハ行 ハ ル ル モノ ニ非

ザ ル ガ如 シ.果 シテ然 ラバ増 量 シタ ル除 濕 劑

ノ全部 ヲ充分 高 濕 空氣 ニ接 セ シ メテ可 及 的 高

度 ニ吸濕 力 ヲ發 揮 セ シ ムル時 ハ其 ノ吸 濕 力 ハ

使 用量 ニ比例 シテ増 加 ス ル モ ノ ナル ベ シ.第

1章 第3項 ニ於 ケルI. D.除 濕 劑 ノ増 量試 驗

ニ於 テ 其 ノ500gヲ 使 用 セル場 合 ノ平 均 比 濕

ノ減 少率 ハ15.5%, 1.000gヲ 使 用 セル場 合 ノ

減 少率 ハ28.2%ニ シ テ1.500gヲ 使 用 セ ル場

合 ノ減 少 率 ハ49.6%ナ リ.即 チ平 均 比濕 ノ減

少 率 ハ使 用量 ノ増 加 ニ略 ボ比例 シテ増 大 セル

ノ事 實 ハ コノ間 ノ消 息 ヲ明 カ ニ語 レ ルモ ノ ニ

非 ザル カ.即 チI. D.除 濕 劑 ハ其 ノ製 劑 ノ形

状 ヨリ,相 當 コ レガ 大 量 ヲ使 用 スル 場合 ニ於

テ モ,相 重 疊 ス ル ノ要 ナ ク,從 ツ テ全 部 ヲ充 分

高 濕空 氣 ニ接 セ シメテ 其 ノ有 ス ル除 濕 能 力 ヲ

可及 的 高 度 ニ發 揮 セ シムル コ トヲ得 ル ヲ以 テ

其 ノ使 用 量 ヲ増 加 スル時 ハ 同時 ニ其 ノ吸 濕 力

ヲ モ コ レ ト併 行 シテ増 大 セ シムル コ トヲ得 ル

モ ノナ ラ ム.茲 ニ於 テ余 ハ使 用 スベ キ除 濕劑

ノ全 量 ヲ一 時 ニ挿 入使 用 セズ シテ其 ノ一 少定

量 宛 ヲ分 割挿 入 シ,以 テ 其 ノ全 部 ヲ シテ可 及

的 完 全 ニ吸 濕 ニ參 與 セ シムル如 ク シテ實 驗 シ

タ ル ニ次 表 ニ示 スガ 如 ク一時 的 ニ全 部 ヲ使 用

セル場 合 ニ比 シ著 シ ク其 ノ除 濕 力 ヲ高 ム ル コ

トヲ知 リ得 タ リ.即 チ除 濕 劑 トシテ石 津 製 化

學 用「ク ロー ル カ ルチ ウ ム」ヲ選 ビ其 ノ1.000g

ヲ5囘 ニ分 割 シテ夫 々200g宛 ヲ2時 間 ノ間

隔 ヲ以 テ挿 入 シテ實 驗 ヲ行 ヒタ ル ニ次 ノ如 キ

成績 ヲ得 タ リ(第8表 參 照).

即 チ挿 入 前 ノ平 均 比 濕91.0%ヨ リ比 較 的 平

等 ニ下 降 シテ最 終 觀 察 時 間 ニ 於 テ52.3%マ デ

減 少 ス.減 少 率 ハ42.6%,絶 對 濕 度 ノ減 少 ハ

3.63gニ シテ,コ レヲ 一時 ニ全 量 ヲ挿 入 セ ル

前 實 驗 ノ成 績 ト比 較 スル ニ其 ノ間 大 差 ヲ認 ム

(第5表 參 照).

本 項 ノ實 驗 ニ ヨ リ除 濕 劑 ノ使 用 ニ 當 リテハ

其 ノ全 使 用 量 ヲ一 時 ニ用 ユ ル コ トナ ク適 宜 分

割 シテ用 ヒ,各 分 割 量 ノ除 濕劑 ヲ シテ 充 分 其
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第8表

ノ吸濕作用 ヲ發揮セシメタル後次ノ分割量ヲ

追加使用スルノ遙ニ有利ナル コトヲ知 リ得タ

リ.

第5項　 除 濕劑 ノ粒 塊 ノ大小 ニ ヨル

除 濕 力 ノ變 化

本 章 第2項 ニ於 ケ ル實驗 ニ於 テ乾 燥 用 「ク

ロ ール カル チ ウム」ハ他 ノ「ク ロー ル カル チ ウ

ム」ニ比 シ除 濕 力著 シク不 良 ナ ル コ トヲ認 メ,

一 般 ニ「ク ロー ル カ ル チ ウム」ハ他 ノ各 種除 濕

劑 ニ比 シ其 ノ除 濕能 力遙 ニ優 秀 ナ ル ニ拘 ハ ラ

ズ 獨 リ乾 燥 用「ク ロー ル カ ル チ ウ ム」ノ ミ除 濕

力 著 シク不 良 ナ ル ニ不審 ヲ抱 キ,一 方 コ レノ

ミ他 ノ「ク ロー ル カル チ ウム」 ト異 リテ其 ノ製

劑,他 ノ細 粒 乃 至 小粒 ナ ル ニ比 シ,著 シク大 ナ

ル 點 ヨ リ考 へ吸 濕 力 ハ使 用劑 ノ表 面 積 ノ大 小

ニ ヨリ左 右 セ ラル ル コ ト大 ナ ル ベ キ ヲ思 ヒ,

乾 燥 用「ク ロー ル カ ル チ ウ ム」ヲ細 粒 ニ破 碎 シ

テ表 面 積 ヲ増 大 シタ ル モノ1.000gヲ 使 用 シ

テ實 驗 シタル ニ次 表 ニ示 ス如 ク甚 グ シク其 ノ

吸 濕 能 力 ヲ高 ム ル コ トヲ認 メタ リ.

第9表

即 チ本 劑 使 用 前 ノ平 均比 濕93.0%ヨ リ10

時 間 ニ シテ61.2%マ デ減 少 シ,其 ノ減 少率

34.1%,絶 對 濕度 ノ減 少2.990gヲ 示 シ,コ レ

ヲ大粒ヲ使用セル場合 ノ成績即チ減少率10.7

%,絶 對濕度ノ減少0.940gニ 比 シテ甚 ダシ

ク吸濕能力ヲ増加 シ,略 ボ吸濕力最良ナル石

17



1140 大田原一祥,石 原 忠 之

津 製 化 學 用「ク ロー ル カ ル チ ウ ム」ニ匹 敵 スル

除 濕 力 ヲ發 揮 ス ル ニ至 ル.即 チ乾 燥 用鹽 化 石

灰 ト雖 モ コ レヲ破 碎 シテ細粒 トナ シ其 ノ表 面

積 ヲ増 大 シテ使 用 ス ル時 ハ 充分 其 ノ 目的 ヲ達

シ得 ル ヨ トヲ知 ル.

第6項　 本 章 ノ總 括

上 述5項 ニ亙 リテ行 ヒタ ル實 驗 成 績 ヲ總 括

スル ニ,冬 季 低 温 度 ニ於 ケル各 種 除 濕 劑 ノ除

濕 能 力 ハ夏季 高 温度 下 ニ於 ケル實 驗 ト同 ジク

「ク ロ ー ル カ ル チ ウ ム」最 モ勝 レ, I. D.除 濕

劑,「 ア ドソー ル」ノ順 序 ヲ以 テ コ レニ續 ク.

而 シテ「ク ロー ル カ ル チ ウム」中 ニ ア リテ ハ石

津 製 化學 用「ク ロー ル カ ル チ ウ ム」最 モ優 秀 ニ

シテ コ レニ續 キ テMerck製 「ク ロー ル カ ルチ

ウ ム」殆 ド前 者 ト優 劣 ナ ク,乾 燥 用「ク ロール

カ ル チ ウ ム」 ハ 遙 ニ 劣 ル.然 レ ドモ コ レヲ破

碎 シテ 細 粒 トナ シテ 用 ユ ル時 ハ甚 ダ ミク除 濕

能 力 ヲ高 メ,石 津製 「ク ロー ル カル チ ウ ム」ニ

殆 ド匹 敵 スル ニ至 ル.

各 除 濕 劑 ヲ通 ジ テ一般 ニ冬 季 低 温 度 下 ニ於

テ ハ夏 季 高温 度 下 ニ於 ケル ヨ リモ除 濕 能 力著

シク低 下 セル ヲ認 ム.

尚 ホ除 濕 劑 ヲ シテ充 分 其 ノ機 能 ヲ發 揮 セ シ

ム ル ニハ 其 ノ大 量 ヲ 一時 ニ使 用 スル ヨ リモ コ

レヲ適 當量 ニ分 割 シ一 定 ノ間 隔 ヲ置 キ テ使 用

ス ル ノ遙 ニ勝 レル コ トヲ認 メタ リ.

第3章　 總括竝ニ考按

敍上各章ニ亙 リテ詳述 シタル如ク本實驗 ニ

使用 シタル各種除濕劑即チ各種 「クロールカ

ルチウム」I. D.除 濕劑,「 アドソ ール」,硫

酸,緬 羊毛等ノ除濕能力ヲ一定濕度ノ下ニ於

テ高濕硝子箱ヲ用ヒテ實驗比較シタルニ夏季

高温度即チ30℃ ニ於ケル平均比濕ノ減少率

ハ各 其 ノ1.000gヲ 使 用 セル場 合 石 津 製 「ク ロ

ー ル カル チ ウ ム」ニ ア リテ ハ47 .9%ニ シテ最

モ勝 レ,續 イ テI. D.除 濕 劑 ノ28.2%,「 ア ド

ソール 」 ノ16.3%,硫 酸 ノ15.0%,緬 羊 毛 ノ

8.6%ノ 順 序 ナ リ.今 石 津製 「ク ロー ル カル

チ ウ ム」ニ ヨル10時 間 ノ平 均 比 濕 ノ減 少 率 ヲ

1.0ト ス レバI. D.除 濕劑 ハ0.59「 ア ド ソー ル」

ハ0.34,硫 酸 ハ0.32,緬 羊 毛 ハ0.18ト ナ ル.

即 チ余 等 ノ使 用 セ シ除 濕 劑 中 ニ於 テ ハ 「ク ロ

ー ル カル チ ウ ム」 斷然 優 秀 ニ シテI . D.除 濕

劑 ニ倍 加 スル 吸 濕 力 ヲ有 ス.

冬 季 低 温 度 即 チ10℃ ノ下 ニ於 ケ ル實 驗 ニ

於 テ ハ平 均 比濕 ノ減 少率,同 ジ ク各 其 ノ1.000g

ヲ使 用 セ ル場合 石 津 製「ク ロー ル カ ル チ ウム」

ニ ア リテ ハ32.7%, Merck製 「クロ ー ル カ ル

チ ウ ム」ニ ア リテ ハ27.8%,乾 燥 用「ク ロー ル

カ ル チ ウ ム」ニ ア リテ ハ10.7%, I. D.除 濕 劑

ニ ア リテ ハ22.7%,「 ア ドソー ル」ニ ア リテ ハ

5.6%ニ シテ 低 温 度 ニ ア リテ モ 高 温度 ニ於 ケ

ル ト同 樣「ク ロー ル カ ル チ ウム」ノ吸 濕 力最 モ

優 秀 ナ リ.

夏 季 高 温 度 下 ニ於 ケ ル吸 濕 力 ト冬季 低 温 度

下 ニ於 ケル 吸 濕 力 ヲ各除 濕劑 ニ就 テ比 較 スル

ニ,石 津 製 「ク ロー ル カ ル チ ウム」ニ於 テハ 高

温 度 下 ニ於 ケ ル平 均 比 濕 ノ減 少 率47.9%ニ 對

シ低 温 度 下 ニ於 ケル モ ノハ32.7%ニ シテ,前

者 ヲ1.0ト ス レバ 後 者 ハ0.68ニ 過 ギ ズ. I. D.

除 濕 劑 ニ就 テ之 ヲ見 ル ニ,高 温度 下 ニ於 ケル

減 少率 ハ28.2%ナ ル ニ對 シ 低 濃 度 下 ニ於 ケ

ル モ ノ ハ22.7%ニ シテ前 者 ヲ1.0ト ス レバ 後
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者 ハ0.8ナ リ,「 ア ドソー ル」ニ ア リテ モ前2

者 ト略 ボ同 樣 ノ關 係 ニ ア リテ高 濃 度 ニ於 ケ ル

減 少率16.3%ニ 對 シ 低温 度 ニ於 ケ ル モ ノハ

56%ニ シテ,前 者 ヲ1.0ト ス レバ後 者 ハ0.34

ニ過 ギ ズ ,即 チ各 除 濕 劑 トモ冬 季 低 温 度 ニ於

テ ハ夏 季 高温 度 ニ於 ケ ル モ ノ ニ比 シ著 シク吸

濕能 力低 下 スル コ ト明 カ ナ リ.

冬 季低 温度 ニ於 ケ ル乾燥 用 「ク ロー ル カル

チ ウム」 ニ就 テ行 ヘ ル實 驗 ニ於 テ,本 劑 ヲ其

ノ製 劑 ノマ マ大粒 塊 トシテ用 ユ ル ト,コ レヲ

破 碎 シテ小細 粒 トシテ 用ユ ル トノ間 ニハ其 ノ

吸 濕 力 ニ於 テ大 差 アル コ ト即 チ同 一 ノ除 濕 劑

ノ同 一 量 ヲ用 ユ ル ニ當 リ其 ノ表 面積 ノ 大小 ハ

吸 濕 力 ニ大 ナ ル影 響 ヲ及 ボ ス ノ事實 ハ除 濕劑

ノ實 際 上 ノ應 用 ニ當 リテ注 意 スベ キ コ トナ リ

ト信 ズ.尚 ホ又 除 濕劑 ノ大 量 ヲ使 用 スル ニ際

シテ モ,一 時 ニ使 用 ス ベ キ全 量 ヲ挿 入 セズ シ

テ コ レヲ適 當 量 ニ分 割 シテ 用 ユ ル ノ遙 ニ有 利

ナ ル ノ事 實 モ亦 實 用上 考 慮 スベ キ點 ナ リ.

次 ニ夏 季 高 温度 竝 ニ冬 季 低 温 度 ニ於 ケ ル實

驗 ヲ通 ジテ各 除 濕 劑 ニ ヨル比 濕 ノ減 少 ヲ比 較

實 驗 スル ト同 時 ニ コ レ ト併 行 シテ乾 球 「カ タ」

率 及 ビ濕 球「カ タ」率 ヲ測定 觀 察 シタ ル成績 ヲ

總 觀 スル ニ各 條 下 ニ於 ケ ル 圖 表 ニ明 瞭 ナ ル如

ク乾 球 「カタ」率 ハ余 等 ノ實 驗 シタ ル ガ如 ク温

度 ヲ一 定 ニ保 チ氣 流 ノ變 化 ナ キ場合 ニ於 テハ

比 濕 ノ移 動 ニ關 係 セ ズ常 ニ略 ボ一定 値 ヲ保 ツ

ト雖 モ濕 球「カ タ」率 ニ於 テ ハ比 濕 ノ變 動 ト ト

モ ニ其 ノ濕 球 面 ノ蒸 發 量 ニ變 化 ヲ來 シテ其 ノ

値 ヲ變 化 ス.而 シテ其 ノ「カタ」率 ノ變 化 ハ比

濕 ノ變 化 ト略 ボ相 併 行相 一致 シテ移 動 セ ル ヲ

認 ム.抑 々濕「カ タ」率 ナ ル モ ノ ハ環 氣 ノ氣 温,

氣 濕,氣 流 ノ3者 ノ合 成 ノ状 態 ヲ示 ス モ ノ ナ

ル ヲ以 テ氣温,氣 流2者 ヲ 一定 不變 ニ保 ツ時

ハ其 ノ値 ハ殘 ル氣 濕 ノ變 動 ト相 併 行 ミテ移 動

ス ベ キ モ ノナ ル コ トハ 當然 ナ リ.余 等 ノ實 驗

ニ於 ケル 「カ タ」率 ノ時 間 的變 化 ハ コノ關 係 ヲ

如 實 ニ物 語 レル モ ノ ト云 クベ シ.氣 温 ヲ一定

ニ保 チ,氣 流 ヲ遮 斷 セル場 合 ニ於 テ ハ,其 ノ

際 ノ濕 球 「カタ」率 ニ ヨ リテ比 濕 ノ大 體 ヲ想 像

シ得 ル モ ノナ リ.

第4章　 結 論

1)夏 季 高 温 度 即 チ30℃ ノ下 ニ於 テ ハ「ク

ロール カル チ ウム」 最 モ除 濕 力 優 秀 ニ シテ

I. D.除 濕 劑 コ レニ次 ギ遙 ニ劣 リテ 「ア ドソ

ー ル」
,硫 酸,緬 羊 毛 ノ順 序 ヲ以 テ コ レニ續

ク.

2)冬 季 低 温 度 即 チ10℃ ノ下 ニ於 テ モ「ク

ロー ル カルチ ウ ム」 除 濕 力 最 モ 優 秀 ニ シテ

I. D.除 濕 劑,「 ア ドソー ル」コ レニ次 グ.「 ク

ロー ル カ ルチ ウム」 中 ニ於 テ ハ石 津 製 化 學 用

「ク ロー ル カル チ ウム」 最 モ勝 レ, Merck製

「ク ロー ル カル チ ウム」 コ レ ニ次 ギテ大 差 ナ

ク,乾 燥 用 「ク ロー ル カル チ ウ ム」 ハ遙 ニ劣

ル.

3)吸 濕 力不 良 ナル 乾燥 用 「ク ロー ル カ ル

チ ウ ム」 ト雖 モ其 ノ粒 塊 ヲ小 サ ク破 碎 シテ使

用 スル時 ハ著 シク其 ノ吸 濕 力 ヲ増 強 シ得 テ最

モ優 秀 ナ ル石 津 製 細粒 「ク ロー ル カ ル チ ウ ム」

ノ除 濕 力 ニ匹 敵 スル ニ至 ル.

4)除 濕劑 ヲ使 用 ス ル ニ當 リテ ハ,其 ノ全

量 ヲ一時 ニ用 ユ ル ヨ リモ,コ レヲ適 當 量 ニ分

割 シテ使 用 スル 方,除 濕上 遙 ニ有 利 ナ リ.

5)除 濕劑 ハ冬季 低 温 度 ニ於 ケ ル ヨ リモ夏

19



1142 大田原 一祥,石 原 忠 之

季高温度ニ於テ遙ニ強キ除濕力ヲ發揮 スルモ

ノナ リ.

擱筆 スルニ當 リ終始御懇篤ナル御指導 ト御
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